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Acase report of a granular cell tumor of the tongue
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’ ～ 白 、
写真3：免疫組織化学染色像
　　　A：SMA染色　×40
　　　B：S－100蛋白染色　×40
　　　C：NSE染色　　×40
　　　D：Ki　67染色　×40
Schwann細胞由来との考えが有力視されてお
り，最近WHIOi3｝でも神経原性腫蕩として分類さ
れている．自験例もSMAは陰性，　S－100蛋白，
NSEは陽性であったことから神経組織由来の腫
瘍であることが示唆された．
　本腫瘍は，舌・歯肉など機械的刺激を受けやす
い部位に好発することなどから，真の腫瘍ではな
く反応性増殖7・14）や変性あるいは代謝障害S）による
との説もあり，腫瘍の発生機序については，なお
不明な点が多い．自験例も腫瘤形成前後に局所の
誤咬を繰り返していたことから反応性の腫瘍であ
る可能性は否定できない．一方，腫瘍周囲の被膜
形成は明らかでなく，局所再発，悪性転化あるい
は多発性に発症する報告3・‘，5）もあることから，治
療に当たっては周囲組織を含めた十分な外科的切
除が必要である．悪性転化の診断基準としては，
紡錘形腫瘍細胞の発現や核の異型性，転移巣の形
成などに加えて細胞増殖能の指標であるKi　67や
p53の局在がこれまでに報告されている15・16）．自
験例では組織学的に明らかな悪性所見は認めず，
免疫組織学的にもKi　67は陰性を示したものの，
今後も厳重な経過観察が必要と考える．
結 語
　今回我々は左側舌縁部に発症した願粒細胞腫の
1例を経験した．本腫瘍は臨床的特徴に乏しく，
診断に苦慮する一方で，局所浸潤性ならびに再
発・悪性転化の可能性もあることから，治療に当
たっては十分な注意が必要であり，その臨床的重
要性を喚起するとともに，臨床診断の一助とすべ
く報告した．
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